
＜年度の重点目標＞ 「仲間と協働し 主体的に学び 豊かに表現する生徒」の育成

＊中富良野中ホームページ 学校生活 Activity のパスワードは nakafjh

さて、まとめと準備の学期である３学期がはじまりました。
始業式は、中富良野町でも陽性者がでていたため、オンラインでの式にしました。式では、

学校評価で課題としてあがった「爽やかな挨拶を」について話をし、それぞれの学年目標と
して
１年生は、学校生活や授業・部活動等で先輩になる心の準備を
２年生は、最高学年と受験生になる準備を
３年生は 進路決定は、ゴールではなくスタートという意識を持ち

仲間と共に過ごす時間を大事にしてほしい。と伝えました。
その後、２月２０日までの「まん延防止等重点措置」がでて、対策レベルが「レベル２」

にあがりました。「重点措置」の期間中については集会的なものや、参観日など外部との接
触がある行事については中止にしたり、延期したいと思います。また、今後、町内や北海道
の状況を見ながら卒業式などの行事の持ち方を判断していきます。
ただ、このような状況ではありますが、授業や部活動等は感染リスクの高い活動を避けた

り、活動を制限したりしながらも、子どもたちの学びや活動を保障していきたいと思います
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
周りの地域や学校で陽性者が出ており、学級閉鎖などの措置をとっています。中富良野中

学校でもいつ陽性者が出てもおかしくない状況です。まちこみメールやプリントで感染時や
濃厚接触者になったときの対応や、風邪症状がある場合（本人・家族とも）出席停止になる
など、レベルの変化に伴い随時情報を発信していますので、必ずご確認いただき適切な対応
をお願いいたします。なお、不明な点や心配な場合は遠慮せずにお問い合わせください。

１年間のまとめと次年度の準備の３学期が始まりました

子どもたちの「生きる力」を育むには、学校での学びを日常生活で活用したり、ご家庭での経験を

学校生活に生かしたりすることが、とても大切です。お子さんが学校で学んだことについて、ご家庭

で、ぜひ話してみてください。保護者の皆さまの働きかけが、子供たちの「生きる力」を育む大きな

原動力になります。保護者の働きかけがある子供の学力は高いという傾向があります。

例えば・・・ ＊□にチェックしてみてください

□ 学校や友達のこと、地域や社会の出来事など家庭での会話が多い。

□ テレビ ビデオ ＤＶＤを見る時間などのルールを決めている。

□ テレビゲーム（携帯電話やスマートフォンを使ったゲーム等を含む）

をする時間を限定している。

□ 子供に本や新聞を読むようにすすめている。

□ 子供に最後までやり抜くことの大切さを伝えている。

□ 自分の考えをしっかり伝えられるようになることを重視している。

□ 地域や社会に貢献するなど、人の役に立つ人間になることを重視している。

生きる力を育む、保護者のかかわり方は？

重 1/27配布プリントの内容をご確認ください
要 ①保護者の皆様へ(Ver,10)、②陽性となった皆様にお願い、③知人が陽性の時？
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３日(木) 全学年学力テスト
７日(月) ２年生スキー授業
８日(火) 全校集会

１０日(木) １年生スキー授業
公立高等学校推薦入試
ＰＴＡ本部役員会
役員選考委員会

１５日(火) 私立高校一般入学試験
１・２年生学年末テスト①

１７日(木) １・２年生学年末テスト②
１８日(金) PTA全体役員会～中止

懇親会～中止
２５日(金) 部活動育成会総会

中富中の教育を考える会

2月の行事予定
中体連南部地区スキー(アルペン)大会
加茂倖大（２年生）
GS ２位入賞
SL ４位入賞

全道中体連スキー大会
GS～中止
SL ２７位

北海道中学校バスケットボール新人大会

北大会予選ブロック結果
中富中 ３８－４０ 美唄中
中富中 ６４－２６ 留萌中
（２位通過で決勝トーナメントへ）

大会決勝トーナメント最終結果
１回戦
中富中 ２４－７５ 釧路富原中
（全道ベスト１６）

保護者アンケート結果より、成果（良い・だいたい良い %）は

◎「子どものことを親身に考えてくれる」……………………(中間 90%→ 98%)

◎「進んで行事に取り組んでいる」……………………………(中間 91%→ 92%)

◎「将来の夢や希望を持っている」 ………………………… (中間 78%→ 89%)

など、良い評価をいただきました。また心配な点（記述式）では、「授業参観を工夫してやってほしい」

「学校・学年だよりなどを電子媒体でもお願いしたい」「わかりやすい授業を」などご意見・ご要望があ

りました。

生徒アンケート結果より

課題（全学年で良い・だいたい良いが60 %以下）は

▲「計画的に家庭学習に取り組んでいる」……………………((中間 41%→ 43%)

▲「家庭でスマホなどのルール決めて使っている」…………((中間 56%→ 57%)

成果（良い・だいたい良い %）としては、

◎「授業でICTを活用している」 ……………………………(中間 82%→ 93%)

◎「道徳など命の尊さや社会のルールを学ぶことが多い」…(中間 90%→ 93%)

◎「授業は楽しくてわかりやすい」……………………………(中間 72%→ 75%)

◎「将来の進路や生き方について考えている」………………(中間 80%→ 93%)

など、課題と成果が見えてきましたので、今後さらに改善していきたいと思います。

保護者の皆様へ

アンケートにご協力いただき大変ありがとうございました。

本年も職員一同、充実した教育活動を進めるよう努力して参ります。

保護者の皆様方には、変わらぬご支援の程よろしくお願いいたします。

学校評価アンケートより (PDCA)

▲ 課題の改善策として

１．計画的な家庭学習は、手帳や中富タイム・ＩＣＴ活用などを

工夫し、改善を図っていきます。学校サイドの取組だけでは限

界がありますので、ご家庭でもご協力をお願いいたします。

２．家庭と連携・協働した、望ましい生活・学習習慣づくりをす

すめると共に、自己管理できる力も育てていきます。

スマホのルール（使用時間や方法などの約束）などは、ご家

庭の協力がなければ改善できない内容ですので、スマホやタブ

レット等生徒用を持たせているご家庭は、これを機会に話題に

していただき、ご家庭の約束を決めていただければと思います。


